
『省エネファシリティサービス』のご紹介

ＮＥＣファシリティーズ株式会社ＮＥＣファシリティーズ株式会社

地球温暖化防止に向けて地球温暖化防止に向けて
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世の中のさまざまな動き

東京都環境確保条例の改正東京都環境確保条例の改正
（２０１０年４月スタート）（２０１０年４月スタート）

改正省エネ法改正省エネ法
（２０１０年４月スタート）（２０１０年４月スタート）

京都議定書京都議定書
（既に２００８年スタート）（既に２００８年スタート）

ＣＯＣＯ

 
２２

 

削減マイナス２５％削減マイナス２５％
（１９９０年度比）（１９９０年度比）
鳩山内閣総理大臣発表鳩山内閣総理大臣発表

ポスト京都議定書ポスト京都議定書
（２０１２年以降）（２０１２年以降）

キャップ＆トレード方式キャップ＆トレード方式

国内排出権取引制度国内排出権取引制度

企業の社会的責任企業の社会的責任
（ＣＳＲ（ＣＳＲ））

地球温暖化対策税地球温暖化対策税

再生可能エネルギーの導入再生可能エネルギーの導入

太陽光発電太陽光発電 バイオマスバイオマス

ＣＯＰ（気候変動枠組条約締約国会議）ＣＯＰ（気候変動枠組条約締約国会議）

これは大変だ！これは大変だ！

改正温対法改正温対法
（２０１０年４月スタート）（２０１０年４月スタート）

風力発電風力発電 水力発電水力発電

固定価格買取制度固定価格買取制度
＆＆

エネルギーコストの上昇エネルギーコストの上昇

チャレンジ２５チャレンジ２５
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急務となっている省エネ法対応

各ビルのｴﾈﾙｷﾞｰﾃﾞｰﾀ集計

省エネルギー計画作成

省エネ目標を達成できなかった場合の原因分析

運用改善

設備改善

請求書による集計 自動収集による集計

現状データ把握 ムダの分析

最適ｽｹｼﾞｭｰﾙ作成

設備情報管理 中長期設備更新計画

現状データ把握 外部データ収集

原因分析

設備更新による効果の検証

集計業務

最適ｽｹｼﾞｭｰﾙ制御

■省エネ法における報告書類作成のためには、様々な業務が必要になります
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エネルギーの把握～中長期計画書まで準備はお済ですか

事業者

①エネルギー使用状況届出

②特定事業者あるいは特定連鎖化事業者や
エネルギー管理指定工場等としての指定を受ける

③エネルギー管理統括者・企画推進者
エネルギー管理者またはエネルギー管理員の選任

④エネルギー管理統括者・企画推進者
エネルギー管理者またはエネルギー管理員の
選任届出書

⑤定期報告書

⑥中長期計画書

事業者事業者

①エネルギー使用状況届出

②特定事業者あるいは特定連鎖化事業者や
エネルギー管理指定工場等としての指定を受ける

③エネルギー管理統括者・企画推進者
エネルギー管理者またはエネルギー管理員の選任

④エネルギー管理統括者・企画推進者
エネルギー管理者またはエネルギー管理員の
選任届出書

⑤定期報告書

⑥中長期計画書

通常

 
（２３年度以降）

 

通常

 
（２３年度以降）

２２年度２２年度

７月末日まで

８月より通知

最初の７月末日
まで

１１月末日まで

１１月末日まで

５月末日まで

６月より通知

左同

７月末日まで

７月末日まで

最初のみ
必要

毎年必要

■省エネ法に基づく必要な手続き
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定期報告書定期報告書

特に定期報告書は大変です

成功のカギは内容をしっかり理解すること成功のカギは内容をしっかり理解すること

エネルギー管理組織や体制

早急な選任決定が必要
エネルギー管理統括者
エネルギー管理企画推進者
エネルギー管理者（員）

省エネ目標の設定

枚数にして
約３０枚！
枚数にして枚数にして
約３０枚！約３０枚！

原単位の決定
工場毎に！

原油換算値へ変換
使用エネルギーにより係数が異なる

省エネ措置の概要

改善できない場合の理由

判断基準の遵守
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省エネを計画的に進めるため管理標準の作成も必要です

■国が定めた判断基準に従って規定されている事項を遵守するためのマニュアル

 ■省エネ推進のための日常管理、計測記録、保守点検や設備新設にあたっての措置など

 を管理標準に具体的に記述することが必要

管理標準は設備毎に作成必要

エネルギー管理標準
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省エネソリューションでお客様をご支援します

Ａ．Ａ．ご安心ください。ご安心ください。

ＮＥＣグループではＮＥＣグループでは

エネルギー管理士やエネルギー管理士や

電気主任技術者など電気主任技術者など

資格と経験を持った資格と経験を持った

人材でお客様の悩みを人材でお客様の悩みを

解決します。解決します。

★こんな悩みや疑問を感じたことはございませんか

Ｑ．省エネコンサルできる会社はいっぱい

 あるけど、どこに頼めばいいの？
Ｑ．省エネの専門家がいないので、相談に

乗ってくれませんか。
Ｑ．中長期計画書や管理標準作成をお願い

したい。
Ｑ．エネルギーの見える化はできたけど、

 その後のフォロー（評価、分析）はしてく

 れないの？
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省エネサービスメニュー
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《評価と提案》《ヒアリング》

省エネ設備導入ｻﾎﾟｰﾄ省エネ設備導入ｻﾎﾟｰﾄ

施設運用ｻｰﾋﾞｽ施設運用ｻｰﾋﾞｽ

法対応（定期・計画書）法対応（定期・計画書）
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評価メニュー評価メニュー評価メニュー 対策メニュー対策メニュー対策メニュー

サービスメニュー

エネルギー見える化システム
・ｅＰＭｓｏｌｕｔｉｏｎシステム
・Ｂｕｔｉｃｓ
・ｴﾈﾙｷﾞｰ評価ｼｽﾃﾑ、ＥＭＳ

エネルギー見える化システム
・ｅＰＭｓｏｌｕｔｉｏｎシステム
・Ｂｕｔｉｃｓ
・ｴﾈﾙｷﾞｰ評価ｼｽﾃﾑ、ＥＭＳ

省エネ関連商品
・ＬＥＤ照明、ＡＩＬｉｎｅ、ｴﾈﾊﾟﾙＰＣ
・エネルギーの可視化システム等

省エネ関連商品
・ＬＥＤ照明、ＡＩＬｉｎｅ、ｴﾈﾊﾟﾙＰＣ
・エネルギーの可視化システム等

商品メニュー
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評価メニュー（ヒアリング）

チェックシートをもとに的確な情報を収集させていただきます。

●過去のエネルギー使用明細、運転日誌、
図面等ご用意ください

設備 省エネ施策 ヒヤリング事項 選択肢 考え方
ボイラ

蒸気トラップ点検・改修 トラップの保守方法
□数年に一度総取替
□放置
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

放置状態であれば全数交換を行うものとして効
果を試算する。効果試算には蒸気トラップの個数
が必要になる。蒸気配管全長からおおよその個
数を予測するために蒸気系統図(平面図）を入手
する。又、系統毎の蒸気輸送量データを入手す

蒸気ドレーン回収 蒸気ドレーンの回収状況

□全系統で回収
□一部の系統で回収（システム図に回収系
統をチェックすること）
□全系統未回収

蒸気ドレーン回収を行うものとして効果を試算す
る。系統毎の蒸気輸送量データを入手する。

全系統で回収済みでな
い場合、その理由は何か

具体的に記述： ドレーン中の鉄分が問題であれば除鉄装置があ
る。

膜脱気器の導入 給水脱気方式
□蒸気脱気　　　□膜脱気
□真空脱気　　　□未実施

ＥＣＯの有無 □有り　　　□無し
排ガス温度 ＿＿＿＿＿℃

排ガス温度の把握方法
□煤煙測定時　　　□常時監視
□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

給水温度（ＥＣＯが有れ
ばＥＣＯ入口、無ければ
ボイラ入口）

＿＿＿＿＿℃

連続ブロー排熱回収
連続ブロー水の処理方
法

□ボイラから直接中和処理施設へ送ってい
る　　□ブロー水が持つ熱を利用している
（具体的内容：　　　　　　　　　　　　　　）

例えば、ボイラ給水の加熱、ＣＧＳの吸気加温、
空調用ＯＡの加熱に使用する。

蒸気配管支持部の二重
断熱

蒸気配管支持部の保温
の有無

□保温している　　□保温していない

大部分の工場では蒸気配管支持部は保温してい
ない。支持部を保温するものとして効果を算定す
る。支持部が何ヶ所あるか算定する必要がある
ので、蒸気配管全長からおおよその個数を予測
する。このため、蒸気系統図(平面図）及び系統毎
の蒸気輸送量データを入手する。

ボイラ夜間停止
（ＤＳＳ運転）

ボイラは昼夜連続で運転
しているか

□昼夜連続運転　　□夜間停止
□週末停止　　　　　□その他（　　　　　　　）

夜間（夏季、中間期）の蒸気使途分析を行い、蒸
気供給を止められる系統を探す。

蒸気の使途分析を行っ
ているか

□行っている　　　　□ある程度行っている
□行っていない

使途分析結果がある場合は入手する。

蒸気トラップの一次、二
次側配管の保温

蒸気トラップの保温有無 □保温している　　□保温していない

保温していなければ、保温するものとして効果を
試算する。蒸気配管系統図（平面図）入手する。
（全長が分かればおおよそのトラップ個数が分か
る。トラップは３０～４０ｍに一つ）

ボイラの小型化
小型ボイラ以外のボイラ
（大型ボイラ）の稼働状
況

□大型ボイラが有り使用している
□大型ボイラは有るが使用していない
□大型ボイラは無い

運転効率をチェックする。蒸気負荷と運転してい
るボイラの容量をチェックする。

ＥＣＯ設置 ＥＣＯの有無 □有る　　□無い
システム図を入手する。ＥＣＯを設置しても給水温
度が高ければ（脱気により）効果無し。

過剰空気の調整
（空気比）

空気比の測定頻度 ＿＿＿＿＿回/年
煤煙測定結果から空気比の測定頻度をチェック
する。

空気比の実績値 ～ 煤煙測定結果から空気比をチェックする。

給水ポンプの統合（停
止）

給水量と各ポンプの定格
容量を把握しているか（１
台のポンプで足りる給水
量に対して、２台のポン
プを運転していないか）

□常時全数台のポンプを運転している
□給水量にあうポンプを運転し他のポンプ
は停止している
□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

システム図に給水ポンプの台数、定格流量を記
入する。給水量とポンプ定格流量を比較し部分負
荷で運転していないかチェックする。

負荷に応じた容量のボ
イラを運転する

台数制御方法 □自動　　□一部自動　　□手動
運転効率をチェックする。蒸気負荷と運転してい
るボイラの容量をチェックする。

太陽熱集熱器の導入に
よる温水ボイラの燃料

温水ボイラの有無 □有り　　□無し

押し込みファンＩＮＶ化 押し込みファンの風量制 □ＩＮＶ導入済み　　□ＩＮＶ未導入
冷凍機

冷水温度を上げる
（冬季）

夏季・中間期の冷水温度

＿＿＿℃（建屋名：　　　　　）、＿＿＿℃（建
屋名：　　　　　）、＿＿＿℃（建屋名：
）、＿＿＿℃（建屋名：　　　　　）、＿＿＿℃
（建屋名：　　　　　）、 ℃（建屋名：

冬季の冷水温度

＿＿＿℃（建屋名：　　　　　）、＿＿＿℃（建
屋名：　　　　　）、＿＿＿℃（建屋名：
）、＿＿＿℃（建屋名：　　　　　）、＿＿＿℃
（建屋名：　　　　　）、＿＿＿℃（建屋名：

ＯＡＣ用とＡＨＵ用で冷水
の温度を変えているか

□変えている（建屋名：　　　　　　　　　　　　）
□変えていない

年間冷房を行っている建
屋があるか

□有り（建屋名：　　　　　　　　　　　　　　　）
□無し

これまでに冷水温度を上
げたことがあるか。又、
現在も継続しているか。

□上げたことがあり現状も継続している
□上げたことがあり問題が起きた
（問題：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□上げたことはない

冷却水の温度を下げる 実施の有無
□実施済み（建屋名：　　　　　　　　　　　　）
□一部実施（建屋名：　　　　　　　　　　　　）
□未実施

蒸気脱気の場合は、ＥＣＯ入口の給水温度が１０
０℃くらいであるため、ＥＣＯが付いていてもＥＣＯ
が機能していない。ＥＣＯの機能を引き出し蒸気
製造効率を高めるには、ＥＣＯへの給水温度を６
０℃くらいに押さえる必要がある。膜脱気が有効
である。

冬季の冷水温度が分かる運転データを入手す
る。又、ＡＨＵの冷水二方弁の開度を調査する。

冷却水の温度が分かる運転データを入手する。
メーカに冷却水温度を何度まで下げられるか問

・全体のエネルギー使用状況
・設備管理状況
・設備システムおよび配置
・目標値の予測等

チェックシート（例）チェックシート（例）

明細書（例）明細書（例）

・調査項目・ルートの確認
・要員の準備
・調査計画の立案等

入手情報からの状況把握入手情報からの状況把握

現地調査のための事前準備現地調査のための事前準備

点検表（例）点検表（例）

図面類（例）図面類（例）
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対策メニューの対策メニューの
ご提案ご提案

評価メニュー（調査とご提案）

現地調査現地調査

●施設の状況、各種運転
状況を目視にて現地調査します。
場合によっては簡易な計測も
実施します

お客様の状況に合った
最適な省エネ施策を
ご提案します

お客様よりお客様より
実施のご判断実施のご判断 対策メニューへ対策メニューへ対策メニューへ

エネルギーの使用状況をエネルギーの使用状況を
調査・分析し省エネ施策調査・分析し省エネ施策
を提案を提案しますします

●法対応

●省エネ設備の導入

●施設運用サポート
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対策メニュー

①省エネ設備の導入

●建物・・・屋根の断熱性能改善屋根の断熱性能改善、、窓の断熱性能改善窓の断熱性能改善、、自然エネルギー利用型建築自然エネルギー利用型建築
●空調・・・空調機空調機リプレースリプレース、、蓄熱空調蓄熱空調設備、設備、換気量制御換気量制御、、換気からの熱回収換気からの熱回収、、外気冷房外気冷房設備、設備、フリークーリングフリークーリング
●電気・・・高効率変圧器高効率変圧器、、力率改善力率改善、、分散発電分散発電
●照明・・・高効率器具への更新高効率器具への更新、、センサー照明センサー照明、、ランプ交換ランプ交換、、調光調光ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ
●動力・・・インバータ制御インバータ制御、、ポンプ再生施策ポンプ再生施策、、高効率機器へのリプレース高効率機器へのリプレース、、節水対策、水のリサイクル節水対策、水のリサイクル

②法対応（定期報告、計画書作成支援） ③施設運用サポート

エネルギー評価結果に基づき、計測ｼｽﾃﾑ、設備運エネルギー評価結果に基づき、計測ｼｽﾃﾑ、設備運

 
用の改善をご提案します。用の改善をご提案します。

省エネ、省コストの中長期計画をご提案します。省エネ、省コストの中長期計画をご提案します。

建物、各種建物、各種省エネ省エネ設備設備のの導入導入をご提案しますをご提案します。。
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まずはエネルギー評価が必要ですまずはエネルギー評価が必要です

それには、エネルギーの見える化からはじめますそれには、エネルギーの見える化からはじめます
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ビル管理会社／ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ会社

ePMsolutionﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ

・遠隔管理サーバ

分散型ＲＳ

空調 照明

中規模ビル／店舗

ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙｻｰﾋﾞｽ

中長期設備更新計画
省エネｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ等

システム更新不要
システム保守費不要

本社／本店

■ＮＥＣがお勧めする事業者単位でのエネルギー管理システム活用イメージ

電力使用量グラフ等

各建物の設備状況を

 
把握可能
（故障履歴、ｴﾈﾙｷﾞｰ

 
使用状況等）

ビル・店舗の規模により、

 システムを使い分ける

小規模ビル／店舗

大規模ビル／ＳＣ

請求書をもとに

 
ﾃﾞｰﾀ集計

Ｂｕｔｉｃｓで

 
計測・制御

ePMsolutionで

 
計測・制御

分散型ＲＳ

空調 照明

エネルギーの見える化からはじめましょう
 

（１／５）

ＶＰＮＶＰＮ
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管理会社

分散型ＲＳ

空調 照明

自動通報
ビル／店舗

本社／本店

電力使用量グラフ等

各建物の設備状況を

 
把握可能
（故障履歴、ｴﾈﾙｷﾞｰ

 
使用状況等）

駆けつけ・修理

巡回点検

 
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ

エネルギーの見える化からはじめましょう
 

（２／５）

動力

・
・
・Ｚビル

・
・
・
・
・他のビルにも

展開

自動運転で確実に
省エネ

各ビルのエネルギー使

 
用状況比較により、さら

 
なる省エネを実現

従来型に比べ、初期

 
投資コスト・運用コスト

 
を削減

①ｓｔｅｐ１

 

試行導入

②ｓｔｅｐ２
最適スケジュール運転

③ｓｔｅｐ３

 

全社展開

《システムの活用方法》

少ない初期投資で

 
省エネの試行可能

■ＮＥＣのエネルギーの見える化システム①

 
ｅＰＭｓｏｌｕｔｉｏｎシステム

※：オプション

ＶＰＮＶＰＮ

ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙｻｰﾋﾞｽ

中長期設備更新計画
省エネｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ等

各設備メーカー
（空調、照明、冷凍庫等）

迅速かつ的確な
メンテナンス

※

データセンター

・遠隔管理サーバ

 
（ＳａａＳシステム）

システムの
更新不要

保守費不要

主にビル、テナントビルなど小・中規模な建物を対象としたシステムです

※
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大分類 小分類 サービス内容

基本機能

設備監視 機器の故障警報や運転状態の常時監視。

設備運転・制御 空調機器等の運転、停止。

設定 空調設備（室内温度・湿度等）等の設定。

計測・積算
電気設備（電力、電流等）、空調・衛生設備（温度。湿度等）の計測やﾃﾅﾝﾄﾒｰﾀ（電気、ガス等）の検針、

 

機器の運転時間・回数の積算

応用機能

スケジュール制御 運転ｸﾞﾙｰﾌﾟ､ｽｹｼﾞｭｰﾙを設定し、自動運転。

アナログ上下限監視 計測ﾎﾟｲﾝﾄに上下限値を設定し、警報出力。

日報・月報・年報 日報・月報・年報データの保存・印刷。

運用ヒストリー管理 故障警報記録、運転操作記録等。

メール通報 故障警報をメールにて通知。

エネルギーの見える化 エネルギー報告書作成支援

省エネルギー制御 安価で段階的に導入可能

★省エネに必要なエネルギーの見える化ツール、計測だけでなく、制御も可能

ｅＰＭｓｏｌｕｔｉｏｎの特徴と主な機能

■特徴

■主な機能

エネルギーの見える化からはじめましょう
 

（３／５）



Page 15

■ＮＥＣのエネルギーの見える化システム②

 
ビル管理システム

 

Ｂｕｔｉｃｓ（ビューティクス）

エネルギーの見える化からはじめましょう
 

（４／５）

・・BACnetBACnetTMTMははAmerican Society of Heating, Refrigerating andAmerican Society of Heating, Refrigerating and
AirAir--Conditioning Engineers (ASHRAE)Conditioning Engineers (ASHRAE)の登録商標です。の登録商標です。

出力帳票類例出力帳票類例

①エネルギー

 
原単位

②エネルギー

 
使用量

③エネルギー

 
使用料金

④機器台帳

 
施設管理

機器台帳管理機器台帳管理
施設管理状態評価施設管理状態評価

多彩な機能
■きめ細かいチェック項目の設定
■オフィスの使用状況に合わせた電力消費の調整
■モニタリングによる継続的な電力消費量の改善活動

※Buticsとは、Building total information and control systemの略称です。

ビルや工場等の中・大規模な建物を対象とし、分散

 
する各建物のトータルな遠隔運用を実現したシステ

 
ムです
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エネルギーの見える化からはじめましょう
 

（５／５）

★エネルギーの見える化で
 できること

エネルギーの見える化

エネルギーデータ自動収集

 
日・週・月・年報推移

各部門別推移

報告書類作成支援

・省エネ法

 
・各自治体条例
・地球温暖化対策の推進に関する法律

 
・お客様ご指定の報告書類

最適な
省エネ運転制御

空調空調 電気電気

ボイラーボイラー

コンプコンプ
レッサーレッサー

ＯＡ機器ＯＡ機器

照明照明

設備の
簡易診断

例）Ｂｕｔｉｃｓ診断例）Ｂｕｔｉｃｓ診断

 
施設管理状態評価施設管理状態評価
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工場動力工場動力 オフィスビルオフィスビル

データセンターデータセンター

対象とする省エネ施設およびチェックポイントの一例

水処理プラント

冷却塔

受変電設備

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

ボイラー

排気設備

ＡＨＵ

熱源ポンプ

冷凍機

冷却塔

空調機

受変電設備

ボイラー
冷熱源設備

カセットエアコン

照明設備

建物構造

空調機
照明設備

サーバーマシン

ＯＡ機器類

電気設備

受変電設備受変電設備

■供給契約種別の検証、見直し
■力率管理
■供給電圧管理
■変圧器の負荷率管理
□高効率変圧器
□負荷端での力率改善

■供給契約種別の検証、見直し
■力率管理
■供給電圧管理
■変圧器の負荷率管理
□高効率変圧器
□負荷端での力率改善

チェックポイントの一例

熱源ポンプ熱源ポンプ

■ポンプ能力チェック
■軸封部の保守管理
■供給熱量管理
□メカニカルシールの採用
□高効率モーターの採用
□供給圧力制御（インバータ制御）
□変流量制御、末端圧制御

■ポンプ能力チェック
■軸封部の保守管理
■供給熱量管理
□メカニカルシールの採用
□高効率モーターの採用
□供給圧力制御（インバータ制御）
□変流量制御、末端圧制御

冷熱源（冷凍機）冷熱源（冷凍機）

■送水温度の設定調整
■運転時間の適正化
■負荷にあわせた運転制御
■コイルのＬＴＤ管理、定期洗浄
■ＣＯＰの実測管理
□高効率機器へのリプレース
□ボールクリーニングシステム
□冬期フリークーリング運転

■送水温度の設定調整
■運転時間の適正化
■負荷にあわせた運転制御
■コイルのＬＴＤ管理、定期洗浄
■ＣＯＰの実測管理
□高効率機器へのリプレース
□ボールクリーニングシステム
□冬期フリークーリング運転

■運転時間調整
■設定静圧の見直し
■排気量調整
□運転時間制御
□系圧損の低減措置
□インバータによる静圧制御
□処理方法の適正化
□排気熱回収利用

■運転時間調整
■設定静圧の見直し
■排気量調整
□運転時間制御
□系圧損の低減措置
□インバータによる静圧制御
□処理方法の適正化
□排気熱回収利用

排気設備排気設備
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確実な省エネを実現するには確実な省エネを実現するには

現地での診断が必要不可欠です現地での診断が必要不可欠です

ＮＥＣファシリティーズのエネルギー管理士が対応いたしますＮＥＣファシリティーズのエネルギー管理士が対応いたします
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